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1950年代以降、日本の彫刻家は素材や技法をどのように
考え、 制作を進めてきたのか。 個々の作家によって、 素材
や技法の意味はどのように読み替えられていったのか。
野外彫刻を中心に、日本の現代彫刻を「方法」という視点
から読み解く試み。
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